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運
歩
色
莱
集
と
印
度
本
第
一
類
節
用
集

一
印
度
本
第
一
弾
節
用
集
に
つ
い
て

現
存
す
る
節
用
集
は
、
初
出
の
語
転
よ
っ
て
伊
勢
本
、
印
度
本
、
乾
本
と
に
大
別

さ
れ
、
そ
の
う
ち
印
度
本
内
部
は
、
門
部
の
立
て
方
な
ど
に
よ
り
、
印
度
本
筋
一
族

（
弘
治
二
年
本
塀
）
、
印
度
本
第
二
叛
（
永
裸
二
年
本
演
）
、
印
度
本
第
三
塀
（
秩
園

本
）
と
に
叛
を
分
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
≡
現
の
特
徴
を
橋
本
進
膏
博
士
の
指
摘

注
1

に
し
た
が
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
、
大
略
次
の
よ
う
に
な
る
。

印
度
本
第
一
類
（
弘
治
二
年
本
妖
）

部
数
は
四
十
四
部
。
「
ゐ
」
・
「
お
」
・
「
ゑ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
い
」
・
「
を
」
・
「
え
」
に

併
せ
る
。
門
数
は
十
五
。
諸
本
に
共
通
の
も
の
が
十
四
門
。
衣
服
・
光
彩
の
二
門
の

あ
る
の
が
特
徴
で
、
殊
に
、
、
、
部
に
光
彩
門
を
も
つ
。

印
度
本
第
二
嬢
（
永
禄
二
年
本
煩
）

部
数
は
四
十
四
部
。
門
数
は
十
三
ま
た
は
十
四
。
諸
本
に
共
通
の
も
の
十
三
門
。

楽
名
の
あ
る
の
を
特
徴
と
す
る
。
楽
名
門
が
諸
本
を
通
じ
て
存
す
る
の
は
、
ハ
部
で

あ
る
。印

度
本
第
三
頬
（
祝
園
本
）

部
数
は
四
十
四
部
で
、
「
為
」
・
「
於
」
・
「
意
」
部
は
本
文
を
欠
く
。
門
数
は
十
四
。

楽
名
門
は
ハ
部
、
銭
数
門
は
イ
部
に
限
ら
れ
、
ヤ
以
下
を
下
巻
と
し
、
四
十
四
部
十

清

　

　

水

　

　

　

登

四
門
の
体
裁
は
永
禄
二
年
本
炉
に
似
て
い
る
が
、
銭
数
門
だ
け
が
多
く
、
ま
た
時
節

を
時
候
と
す
る
。
所
収
の
語
に
お
い
て
日
本
語
国
名
が
附
録
で
な
く
、
本
文
中
に
摂

取
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
永
禄
二
年
本
叛
と
伊
勢
本
の
天
正
十
八
年
本
塀
と
を

合
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
橋
本
博
士
が
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
に
お
い
て
印
度
本
第
一
疾
（
弘

治
二
年
本
項
）
と
し
た
の
は
、
弘
治
二
年
本
（
東
京
大
学
図
書
館
蔵
、
南
葵
文
庫
旧

蔵
）
、
弘
治
二
年
別
本
（
東
京
大
学
図
書
館
旧
蔵
、
大
正
十
二
年
焼
失
）
、
永
禄
十
一

年
本
（
彰
考
館
旧
蔵
、
昭
和
二
十
年
戦
災
に
て
焼
失
）
、
図
書
寮
零
本
（
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
）
、
和
漢
通
用
集
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
、
黒
川
其
道
旧
蔵
）
　
の
五
本

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
、
弘
治
二
年
別
本
、
永
禄
十
一
年
本
は
焼
失
す
る
。
そ
の

後
、
新
た
に
見
出
さ
れ
た
写
本
、
徳
違
寺
本
（
伊
藤
祐
晃
旧
蔵
、
了
窪
寺
伊
藤
祐
晃

旧
蔵
本
の
亀
田
次
郎
氏
に
よ
る
新
写
本
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
、
永
禄
十
一
年
本

（
学
習
院
大
学
国
文
学
科
研
究
重
蔵
予
岡
田
其
旧
蔵
）
、
寛
永
十
九
年
本
（
慶
応
義

塾
図
書
館
蔵
）
、
黒
本
本
（
尊
経
閤
文
庫
蔵
）
の
四
本
を
加
え
、
以
上
七
本
を
印
度

本
第
一
煩
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
印
度
本
第
一
類
（
弘
治
二
年
本
類
）
に
つ
い
て
は
、
運
歩
色
葉
集
と
の
書

誌
的
関
係
が
川
瀬
一
馬
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ

る。
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諸
歯
名
が
各
部
に
分
散
し
て
あ
る
上
に
、
日
本
国
六
十
飴
州
名
教
（
園
郡
名
及

び
田
地
町
教
）
・
日
本
園
里
教
男
女
員
数
等
を
「
カ
」
部
の
末
に
附
載
し
て
あ
る

の
を
見
る
と
、
印
度
本
類
の
中
で
も
弘
治
二
年
本
炉
の
原
に
な
っ
た
様
な
俸
本
を

採
用
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
恩
は
れ
る
。
注
記
に
逆
筆
年
数
を
多
く
添

附
し
て
あ
る
等
の
性
質
も
こ
れ
に
合
す
る
。

本
書
（
筆
者
注
、
運
歩
色
菓
集
）
　
の
各
部
に
附
銀
的
に
存
す
る
諸
項
を
併
せ
て

考
察
す
る
と
、
弘
治
二
年
本
叛
の
如
き
附
録
諸
項
を
、
本
文
中
に
殆
ど
包
含
し
て

ゐ
る
事
が
判
り
、
然
も
本
書
は
天
文
十
六
・
七
年
に
編
纂
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
弘
治
二
年
本
塀
の
原
本
の
形
の
も
の
に
依
凍
し
た
と
言
ふ
事
が
出
乗
る
の

で
あ
る
。
弘
治
二
年
本
に
も
、
逆
算
を
天
文
十
五
年
を
基
準
と
し
て
ゐ
る
部
分

（
常
麻
寺
・
南
風
堂
・
長
柄
橋
等
）
も
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
そ
の
天
文
十
五
年
に

改
編
せ
ら
れ
た
形
の
類
の
俸
本
で
あ
っ
た
と
考
へ
て
よ
か
ち
ぅ
と
思
ふ
（
『
古
辞

書
の
研
究
』
八
九
〇
頁
』
）
。

川
瀬
博
士
は
、
弘
治
二
年
本
頬
と
運
歩
色
葉
集
と
の
間
に
、
逆
算
年
数
の
注
記
、

附
録
藷
項
の
二
点
を
根
拠
に
挙
げ
ら
れ
、
両
者
の
緊
密
な
関
係
に
つ
い
て
論
述
さ
れ

て
い
る
。

そ
こ
で
、
川
瀬
博
士
が
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
逆
算
年
数
、
附
録
諸
項
を
中
心

に
そ
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
　
逆
算
年
代
と
運
歩
色
葉
集
な
ら
び
に
印
度
本
第
一
類
節
用
集

逆
算
年
数
の
注
記
を
有
す
る
印
度
本
第
一
頬
節
用
集
を
掲
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ

る
。
な
お
、
伊
勢
本
に
属
す
る
天
正
十
七
年
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）
に
も
同
様
な
注

法
2

記
が
存
す
る
。

弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
、
天
正
十
七
年
本
に
お
い
て
基
準
年
代
を
天
文
十
五
年

嘗
麻
寺
詣
諸
賢
諜
紅
朋
墨
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
天
正
十
七
）

営
麻
寺
請
詣
鮒
覧
讐
朋
墨
（
永
禄
十
二
寛
、
竿
九
）

商
圏
堂
謂
鯛
霜
発
語
粧
詣
立
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
天
正
十
七
）

南
風
堂
謂
嗣
謁
藷
誰
琵
諾
也
（
、
霞
工
、
寛
、
竿
九
）

長
柄
橋
瑚
鮒
憎
諾
牝
竃
憫
諾
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
天
正
十
七
）

長
柄
橋
謂
舶
用
讃
覧
諾
十
七
年
（
永
禄
十
一
、
寛
李
九
）

弘
治
二
年
本
、
疎
遠
寺
本
に
お
い
て
基
準
年
代
を
弘
治
二
年
と
し
た
も
の

相
子
謂
榊
諸
悪
詣
当
年
（
弘
治
l
「
徳
遊
寺
）

相
子
謂
御
璃
鞋
群
莞
闘
鶏
粛
讐
天
正
十
七
）

相
子
謂
御
讐
髭
韻
語
四
年
（
永
禄
十
二
寛
、
竿
九
）

道
盈
詣
撃
詣
諾
篭
四
年
也
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
）

道
風
小
野
童
子
宇
多
寛
平
玉
突
丑
　
（
天
正
十
七
）

道
盈
紙
幣
蒜
欝
詰
篭
柏
年
也
（
、
毒
十
二
寛
永
十
九
）

弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
、
天
正
十
七
年
本
に
お
い
て
基
準
年
代
を
弘
治
二
年
と

多
武
蜂
歎
詣
讃
適
確
紳
讃
也
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
天
正
十
七
ノ
ミ
『
』
ト
ア
リ
）

多
武
峰
軟
論
憫
義
郎
朋
謁
琵
也
（
永
禄
十
二
寛
永
十
九
）

大
将
軍
莞
断
讐
霜
印
譜
が
新
語
。
賜
　
　
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
天
正
十
七
）

是
之
1
始
也
至
弘
治
二
丙
辰
五
百
九
十
七
年
也

征
夷
　
－
　
ト
ハ
源
氏
先
祖
清
和
天
皇
御
孫

大
将
是
諾
新
堀
和
讃
難
詰
鳩
適
確
（
永
禄
王
、
寛
永
十
九
）

至
永
禄
十
l
戊
辰
六
台
九
年
也

淡
海
公
諾
㌍
噸
荒
臥
譜
引
斯
福
等
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
天
正
十
七
）

淡
海
公
課
瑚
慨
瞞
礪
鵬
壁
節
攣
戊
辰
（
、
華
二
寛
、
竿
九
）

泰
業
師
憲
諾
紺
耕
翫
陶
窯
禦
沌
用
莞
芋
七
ノ
ミ
『
』

『
七
官
九
十
』
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霊
大
師
憲
紺
㌫
詳
駄
徹
寄
絹
誓
徳
警
）

泰
業
師
銅
盤
折
檻
摂
姦
蓋
銅
（
永
竿
－
、
寛
永
十
九
）

大
放
鳥
緋
瑠
晰
崇
讐
宗
撃
十
＝
（
弘
治
二
、
天
正
十
七
）

大
要
紅
絹
謂
聯
義
昭
講
（
永
竿
一
、
寛
永
十
九
）

達
磨
大
師
臥
報
講
聖
電
韻
篭
正
空
年
（
弘
治
二
、
億
遊
寺
、
天
正
十
七
）

達
磨
大
師
臥
諾
誓
袈
韻
耶
憎
諸
班
聖
年
（
永
野
〓
、
寛
、
竿
九
）

大
織
冠
詣
議
軌
牌
閃
電
欝
也
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
天
正
十
七
）

大
織
冠
荒
鮎
甥
崇
旭
湖
年
也
（
永
禄
十
「
寛
、
竿
九
）

運
歩
色
葉
集
の
基
準
年
代
な
ら
び
に
逆
算
年
数
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

掲
竺
旦
基
準
年
代
　
墓
年
数
一
掲
出
旦

基
準
年
代
　
　
逆
算
年
数

嘗
麻
寺

南
風
堂

長
柄
橋

相

　

　

子

多
武
睦

大
将
軍

天
文
十
七
　
八
百
六
十
七
年

天
文
十
七
　
七
百
三
十
七
年

天
文
十
七
　
七
官
財
七
年

天
文
十
七
　
八
百
出
四
年

天
文
十
七
　
六
百
八
十
三
年

天
文
十
七
　
五
百
八
十
九
年

淡
海
公

道

　

　

風

泰
澄
大
師

大
赦
若

達
磨
大
師

大
織
冠

天
文
十
七
　
八
百
三
十
九
年

天
文
十
六
　
六
百
五
十
五
年

に
∵
「
∵
ニ
‥
㌦
立
‥
∵

天
文
十
七
　
八
百
十
四
年

天
文
十
七
　
l
干
廿
一
年

天
文
十
七
　
八
百
八
十
年

（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
よ
る
）

右
の
結
果
か
ら
す
る
と
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
、
天
正
十
七
年
本
に
お
い
て

は
、
基
準
年
代
を
「
天
文
十
五
年
」
に
す
る
も
の
と
、
「
弘
治
二
年
」
に
す
る
も
の

と
に
わ
か
れ
る
。
た
だ
し
、
天
正
十
七
年
本
の
「
相
子
」
の
み
基
準
年
代
を
「
永
禄

六
年
」
と
し
、
徳
遊
寺
本
の
「
大
般
若
」
は
掲
出
語
な
ら
び
に
注
記
を
欠
い
て
い

る。

そ
れ
に
対
し
、
永
禄
十
l
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
に
お
い
て
は
、
全
例
と
も
に
基

準
年
代
を
「
永
禄
十
一
年
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
橋
本
進
書
博

士
の
指
摘
が
あ
り
、
永
禄
十
一
年
本
に
お
い
て
年
数
を
算
え
な
お
し
た
も
の
と
さ
れ

注
3

て
い
る
。

ま
た
、
「
淡
海
公
」
に
お
け
る
注
記
を
対
校
し
て
み
る
と
、

鎌
足
御
子
具
効
海
人
故
云
　
－
　
　
－
‥
・
…
…
…

（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
天
正
十
七
）

鎌

足

御

子

其

露

人

放

言

r

l

t

1

∵

…

…

：（
永
禄
十
一
、
寛
永
十
九
）

と
あ
っ
て
、
注
記
中
の
語
彙
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
節
用
集
の
各
伝
本
を
参
校
し

『

即

不

比

等

也

』

鎌

足

ノ

御

子

其

母

海

人

故

云

ニ

ー

1

∵

…

…

…

‥

臥
票
囁
酢
柵
甘
酢
触
墜
頚
木
、
』
娼
堰
本
、

栗
比
等
也
鎌
足
御
子
其
母
海
人
也
誓
二
淡
海
公
宣
為
二
南
都
興
福
寺
ノ

草
創
也
　
（
文
明
本
）

と
あ
っ
て
、
節
用
集
の
各
伝
本
は
「
母
」
と
し
て
い
る
。
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺

本
、
天
正
十
七
年
本
の
注
記
中
の
吾
桑
「
父
」
は
、
「
母
」
の
誤
記
と
患
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
三
本
が
書
誌
的
近
親
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
逆
算
年
数
に
お
け
る
基
準
年
代
の
記
し
方
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
な
ら

ば
、
印
度
本
第
一
塀
（
弘
治
二
年
本
廣
）
　
の
内
部
分
叛
と
し
て
、
弘
治
二
年
本
、
徳

道
寺
本
と
永
禄
十
l
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
二
つ
に
塀
を
分
つ
こ
と
が
で
き
そ
う

で
あ
る
　
（
天
正
十
七
年
本
に
お
い
て
は
、
印
度
本
の
範
疇
に
な
い
の
で
、
こ
の
場
合

除
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
）
。

三
　
附
録
諸
項
と
還
歩
色
葉
集
な
ら
び
に
印
度
本
第
一
類
節
用
集

前
章
で
は
、
印
度
本
第
一
塀
節
用
集
伝
本
に
つ
い
て
、
逆
算
年
数
を
含
む
注
記
の

内
容
を
比
餃
し
、
印
度
本
第
一
塀
の
内
部
分
精
と
し
て
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
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と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
川
瀬
一
馬
博
士
が
運
歩
色
菓
集
と
印
度
本
筋
一
類

（
弘
治
二
年
本
類
）
と
の
関
係
を
示
す
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
相
互
の
附
録
諸
項

を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
印
度
本
第
一
摂
内
部
の
問
題
な
ら
び
に
運
歩
色
葉
集

と
印
度
本
第
一
煩
と
の
関
係
に
つ
い
て
探
っ
て
み
ょ
う
と
思
う
。

そ
れ
で
は
、
印
度
本
第
一
燐
に
属
す
る
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
、
永
禄
十
一
年

本
、
寛
永
十
九
年
本
の
四
本
に
つ
い
て
、
主
な
附
録
項
目
及
び
そ
の
配
置
を
次
に
掲

げる。（巻頭）

廿
四
孝

三

　

家

四
判
官

≡
国
司

人

　

倫

器
財
併
食
物
異
名

京
中
小
路
名

大
内
之
所
々
殿

君
称
号

春

　

宮

親

　

王

后

　

官

執
柄
者

日
本
国
六
十
余
州

名
数

日
本
国
中
郡
郷
村

里
田
島
併
傍
宇
神

宮
人
家

男
女
等
員
数
日
銀

廿
四
孝

三

　

家

四
判
官

≡国司
人

　

倫

器
財
併
食
物
異
名

京
中
小
路
名

大
内
之
所
々
殿

君
称
号

春

　

宮

親

　

王

后

　

官

執
柄
者

廿
四
孝

鮎
園
六
十
余
州

日
本
国
中
郡
郷
村

里
田
島
併
僻
事
神

官
人
家

男
女
等
員
数
日
銀

人

　

倫

器
財
併
食
物
異
名

十
二
併
併
十
王
道

修
次
第

二

　

王

五

　

衰

京
中
小
路
名

大
内
之
所
々
殿

君
称
号

春

　

宮

親

　

王

盾

　

官

執
柄
者

三

　

家

四
判
官

三
国
司

日
本
国
六
十
余
州

名
数讐

娼
諺
稚

∵十
六
祖
云
…
‥

日
本
東
西
・
…
‥

唐
土
東
西
…
…

人
三
十
三
代
…
・
‥

経
云
…
…

諸
国
名

達
磨
大
師
十
無
尽

名
字
抄

氏

　

姓

人

　

倫

券
財
食
物
生
棒

針
鮎
斯
十
王

二

　

王

五

　

襲

京
申
小
路
名

大
内
之
所
々
殿

君
称
号

春

　

宮

親

　

王

后

　

官

執
柄
者

三

　

家

四
判
官

≡国司舘
禦
十
余÷

大
祖
云
…
…

日
本
東
西
…
…

唐
土
東
西
…
…

人
王
十
三
代
…

経
云
…
…

諸
国
名
所
旧
跡

達
磨
大
師
十
無
尽

名
乗
抄

氏

　

姓
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が
で
き
る
。
そ
し
て
、
川
瀬
一
馬
博
士
が
運
歩
色
葉
集
と
の
関
係
を
示
す
根
拠
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た
「
日
本
国
六
十
余
州
名
数
」
及
び
「
日
本
国
里
数
男
女
等
員
数
」
は

四
本
と
も
に
存
す
る
（
た
だ
し
、
『
日
本
国
里
数
男
女
等
員
数
』
は
永
禄
十
一
年
本
、

寛
永
十
九
年
本
に
お
い
て
独
立
し
た
附
録
項
目
で
は
な
く
、
『
日
本
国
六
十
余
州
名

数
』
に
附
属
す
る
注
記
中
に
存
す
る
）
。

ま
た
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
が
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
比
し
、

独
自
に
有
す
る
附
録
項
目
は
、
「
丸
々
数
」
、
「
十
二
彿
併
十
王
道
修
次
第
」
、
コ
重
」

「
五
衰
」
で
あ
る
。
コ
一
王
」
、
「
五
衰
」
は
表
文
と
附
録
と
の
関
係
か
ら
す
る
と
、

巻
　
末
・
附
　
録

永
禄
十
l
年
本

寛
永
十
九
年
本

二
王
江
見
巻
末

。
王
紺
票
鱒
聖
顔
純
一
純
絹
調

薬
併
第
四
釈
迦
牟
尼
俳
乃
至
第
千
頓
重
俳
以
上
千
併
ハ
皆

現
在
畢
劫
併
也
又
弟
ニ
ノ
夫
人
生
二
子
…
…
…
…
…
…
…

顧
以
成
金
剛
神
居
門
外
而
守
凝
千
月
出
世
鱒
法
也
後
人

謂
弓
♭
門
前
」
也

弘
治
二
年
本

徳
遊
寺
本

舌
部
言
語
進
退

（

巻
　
末
・
附
　
錬

ト
五
衰
逸
見
宋

右
の
表
に
よ
り
、
印
度
本
第
一
嬢
に
属
す
る
四
本
の
附
録
項
目
及
び
そ
の
配
置
を

み
て
み
る
と
、
大
略
弘
治
二
年
本
は
徳
遊
寺
本
に
、
永
禄
十
一
年
本
は
寛
永
十
九
年

本
に
l
致
し
て
い
る
（
永
禄
十
一
年
本
は
『
天
竺
之
五
山
』
以
下
の
附
鋸
項
目
を
欠

い
て
い
る
）
。

し
た
が
っ
て
、
附
録
諸
項
に
よ
っ
て
み
て
も
、
印
度
本
第
一
煩
の
内
部
分
額
と
し

て
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
に
分
つ
こ
と

と
あ
っ
て
、
弘
治
二
年
本
、
徳
運
寺
本
に
お
い
て
巻
末
の
附
録
項
目
を
欠
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
本
を
含
む
他
の
伝
本
に
つ
い
て
、
橋
本
進
書
博
士
『
古
本
節

用
集
の
研
究
』
に
詳
細
な
調
査
（
古
本
節
用
集
諸
本
附
録
比
較
表
）
が
あ
る
の
で
関

係
部
分
を
次
に
掲
げ
る
。
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こ
の
「
二
王
」
、
「
五
衰
」
は
、
図
書
寮
寄
木
、
印
度
本
第
二
塀
（
永
禄
二
年
本
棟
）

に
存
し
　
（
た
だ
し
、
印
度
本
第
二
頻
は
本
文
の
み
に
存
す
る
）
、
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と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
二
王
」
、
「
五
衰
」
を
附
録
項
目
と
す
る
の
は
、
印
度

本
第
一
叛
の
特
徴
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
し
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本

は
そ
れ
を
脱
落
さ
せ
る
）
。

そ
し
て
、
こ
の
「
二
王
」
、
「
五
衰
」
が
附
録
項
目
に
お
い
て
脱
落
し
て
い
る
か
、

い
な
い
か
は
、
印
度
本
第
一
類
内
部
に
お
い
て
、
弘
治
二
年
本
、
徳
蓬
寺
本
と
永
禄

十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
類
を
分
つ
決
定
要
素
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
運
歩
色
葉
集
は
、
印
度
本
第
一
叛
の
附
録
諸
項
か
ら
す
る
と
、
そ
の

ど
ち
ら
の
伝
本
と
関
係
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

運
歩
色
葉
集
に
は
、
「
二
王
」
、
「
五
衰
」
が
次
の
よ
う
に
存
し
、

二
王
貫
等
有
二
国
王
二
叩
有
ニ
＝
天
人
1
章
子
次
著
作
賃
一
供
留
葦
第
l
l
狗
那
舎
併
第
三

蓋
葉
併
第
四
釈
迦
重
点
併
至
千
子
第
二
ノ
天
人
空
事
∵
ふ
享
ノ
晶
以
成
金
剛
神

l
居
門
外
守
護
千
見
出
芝
篭
（
丹
部
）

五
衰
肝
臥
監
雛
窺
師
砦
等
昭
雄
昭
頭
領
娼
繁
酢
謁
篭
凄
莞
晶

運
歩
色
菓
集
所
収
「
五
衰
」
の
『
　
　
　
』
部
分
を
除
く
注
記
は
、
明
ら
か
に
節

用
集
（
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
）
　
の
そ
れ
と
一
致
す
る
の
で
あ
っ
て
、
運

歩
色
菓
集
は
、
印
度
本
第
一
類
に
属
す
る
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
親
密

な
関
係
が
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
川
瀬
一
馬

博
士
が
運
歩
色
菓
集
と
印
度
本
第
一
叛
と
の
関
係
で
指
摘
さ
れ
た
「
日
本
国
里
数
男

女
等
員
数
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
あ
る
。

日
本
国
中
郡
郷
村
里
田
島
併
併
宇
神
官
人
家

男
女
等
負
数
目
録

国
六
十
六
嶋
二
部
大
官
l
郷
九
万
八
千
村
九
十
万
九
千
八
百
五
十
八
里
四
十
万
五
千
三
宮

七
十
四
田
箭
宗
千
八
芋
五
町
鼻
筋
宗
官
軍
肇
二
千
九
百
芋

八
　
神
官
二
万
七
千
七
百
十
三
　
不
成
官
中
神
一
万
九
千
　
成
雷
神
l
ニ
千
七
百
五
十
　
男

十
九
億
九
万
軍
女
宗
枇
憎
千
雲
人
間
輪
廻
生
死
不
増
不
滅
雪

八
百
廿
八
人

天
商
事
一
万
八
千
九
百
四
十
里
空
遠
事
四
万
九
十
里
弘
法
大
師
記
之

（
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
）

此
土
如
独
鈷
形
依
之
併
法
盛
也
又
如
葉
形
依
之
金
銀
銅
鉄
等
併
五
穀
豊
稔
也
自
王
城
至
陸

奥
末
漬
三
千
五
育
八
十
七
里
六
町
為
一
里
定
文
王
長
門
市
債
一
千
九
百
七
十
八
里
也
二
町

為
一
里
定
行
基
菩
薩
所
図
日
本
国
中
之
郡
郷
村
里
田
島
併
僻
事
神
官
人
家
男
女
等
員
数
国

六
十
六
島
国
二
郡
六
百
l
郷
九
万
八
千
八
百
五
十
八
里
四
十
万
五
千
三
富
七
十
四
田
八
十

万
九
千
八
百
十
五
町
三
段
三
歩
島
十
一
万
七
千
百
四
十
六
町
廿
三
歩
併
宇
二
千
九
百
五
十

八
神
官
二
万
七
千
七
百
十
三
成
神
官
三
千
七
盲
五
十
不
成
官
小
神
一
万
九
千
男
数
十
九
億

九
万
四
千
八
百
廿
八
人
女
数
廿
九
億
四
千
八
百
廿
人
也
又
云
男
子
十
九
億
九
万
四
千
八
人

也
女
人
二
十
五
億
九
万
四
千
八
官
財
四
人
也
就
中
女
六
億
四
千
七
百
八
十
三
人
自
男
多
天

高
廿
四
万
里
地
厚
五
万
九
千
八
百
七
十
九
里
日
勢
一
千
由
旬
月
努
一
千
由
旬
星
勢
五
千
由

旬大
祖
云
鉄
田
山
高
腰
二
十
四
万
里
小
鉄
囲
山
高
贋
一
首
里
須
弥
山
高
虞
三
百
六
十
万
里

日
本
案
四
二
千
八
百
七
十
里
同
南
北
五
百
升
七
里

唐
土
東
西
八
万
一
千
里
同
南
北
六
万
七
千
里

人
三
十
三
代
成
務
天
皇
殊
始
置
国
名
云
モ
巳
上
六
十
六
ヶ
国
此
外
島
国
ニ
ケ
国
併
六
十
八

箇
或
也
大
国
十
二
相
普
従
五
位
上
国
相
督
従
五
位
下
中
国
十
一
下
国
九

経
云
人
間
輪
廻
生
死
故
不
増
不
滅
云
モ
天
高
専
一
万
八
千
九
官
四
十
星
空
遠
事
四
万
九
十

里
　
弘
法
大
師
記
之

（
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
）

此
土
如
輝
鈷
形
依
之
俳
法
成
也
又
如
濱
形
俊
之
金
銀
銅
鉄
等
併
五
穀
豊
稔
也
自
王
城
陸
奥

東
演
l
ニ
千
五
百
八
十
七
生
又
自
王
城
至
長
門
西
演
一
千
九
百
八
十
七
里
也
行
基
菩
薩
所
囲

也
日
本
国
中
之
郡
道
村
里
田
島
併
僻
事
神
宮
人
家
男
女
等
負
数
国
六
十
大
嶋
国
二
郡
大
官

郷
九
万
八
千
八
百
五
十
八
里
四
十
万
五
千
三
百
七
十
四
田
八
十
万
九
千
八
百
十
五
町
三
段

三
一
歩
兵
十
一
万
七
千
百
四
十
六
町
二
十
l
二
歩
傭
宇
二
千
九
百
五
十
八
神
官
二
万
七
千
七

百
十
三
成
神
官
三
千
七
百
五
十
不
成
官
小
神
l
万
九
千
男
数
九
十
億
九
万
四
千
八
雪
一
十

八
人
女
数
二
十
九
億
四
千
八
百
二
十
人
也
又
云
男
子
十
九
億
九
万
四
千
八
人
也
女
人
二
十

五
億
九
万
四
千
八
百
三
十
四
人
也
就
中
女
大
鹿
四
千
七
百
八
十
三
人
自
男
多
也

天
高
廿
四
万
里
地
厚
五
万
九
千
八
百
七
十
九
里

日
勢
一
千
由
旬
月
勢
一
千
由
旬
星
勢
五
千
由
旬

大
鉄
囲
山
高
廣
廿
四
万
里
中
鉄
囲
山
岡
二
首
十
万
里

須
弥
山
廣
高
三
百
六
十
万
里

日
本
東
西
二
千
八
百
七
十
里
同
南
北
五
首
鮒
七
里

唐
土
東
西
八
万
l
千
里
　
同
南
北
六
万
七
千
里（

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
運
歩
色
菓
集
・
巻
末
）
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こ
れ
も
ま
た
運
歩
色
葉
集
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
が
共
通
す
る
注

記
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

永
禄
十
一
年
本
と
寛
永
十
九
年
本
と
運
歩
色
某
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
と
、
運
歩
色
菓
集
の
各
部
の
本
文
中
に
、

法
住
院
殿
（
保
部
）
　
大
智
院
殿
（
多
部
）
　
慶
雲
院
殿
（
景
部
）
　
慈
照
院
殿

常
徳
院
殿
（
志
部
）
　
恵
林
院
殿
（
衛
部
）
　
勝
定
院
殿
（
勢
部
）

の
よ
う
な
掲
出
語
が
存
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
節
用
集
の
附
録
項
目
、
「
御
営
家

御
代
々
之
次
第
」
の
中
に
存
す
る
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
附
銀
項
目

を
欠
く
永
禄
十
一
年
本
よ
り
も
、
寛
永
十
九
年
本
の
方
が
形
態
上
運
歩
色
葉
集
に
近

い
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

四
　
違
歩
色
葉
集
と
印
度
本
第
一
類
の
所
収
語
彙
の
注
記
に
つ
い
て

本
章
で
は
、
運
歩
色
葉
菜
な
ら
び
に
印
度
本
第
一
叛
に
属
す
る
節
用
集
所
収
語
彙

の
注
記
転
つ
い
て
考
察
し
、
印
度
本
第
一
類
の
内
部
分
析
及
び
運
歩
色
菓
集
と
の
関

係
に
つ
い
て
概
説
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

印
度
本
第
一
類
の
内
部
分
類
に
つ
い
て
は
、
逆
算
年
代
及
び
附
録
諸
項
よ
り
み

て
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
塀
を
分
つ
と

推
測
し
て
お
い
た
。
木
章
に
お
け
る
調
査
結
果
も
同
様
な
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
概
説
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
の
注
記
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年

本
の
注
記
と
が
相
違
し
て
い
る
例
を
次
に
掲
げ
る
。

…■‥」1－㌧1－日‥一1－－－｝ハ

‥－丁‥1－11‥－叫J…

嬉
欲
貧
義

袈
裟
Ⅰ
又
ハ
別
表
英

断
謂
臓
転
鮎
和
露
璧
緩

実
名
孫
陽
也
戦
国
ノ
時
相
属
人
也
由

是
日
本
啓
二
馬
病
l
人
丁
『
伯
楽
』

『
　
　
』
徳
遊
寺
－
1
ト
ア
リ

或
ハ
作
八
巻
白
布
入
尺
五
寸
巻
又
萬

謁
－
宗
撃
璃
掘
り

言
孫
掌
寓
盲
頭
－
整
斉

防
レ
毒
故
二
喩
レ
之

日
本
捻
名
白
猿
島
也
1
着
借
用
字
音

言
焉

礪
宰
楯
之
父
也

物
緒
也
其
色
斑
而
如
鳥
啄
木
之
痕

（注ナシ）

因
レ
雷
而
卒

小
鳥
異
名
其
長
三
尺

無
レ
骨
魚

四

　

足

（注ナシ）

日
本
女
呼
レ
洒
云
I
l

日
本
俗
呼
レ
病
云
－
－

犯
穀

袈
裟
十

（注ナシ）

『六－』『
　
　
』
永
禄
ノ
ミ
ア
リ

戦
国
ノ
時
相
レ
馬
，
人
也
由
レ
是
三
日
藩

学
烏
病
一
人
去
二
伯
楽
パ

或
作
八
巻
白
布
入
尺
五
寸

聖
即
琴
欄
髭
莫
ハ
日
。
白
連

『
　
』
寛
永
又
ト
ア
リ

張
良
流

或
袖

武
羅
蘇
武
流

奨
噂
流

言
＜
茂
児
在
二
胎
内
1
付
頭
痘
胞
衣
り

防
ク
レ
故
l
l
諭
レ
乏

日
本
総
名
日
舞
嶋
也
－
者
借
用
字
音

盲
鷺

馴
難
的
欝
緻
脚
韓
錘
は

工
也

弼
宰
相
之
父
也
注
略
之

（
掲
出
語
、
注
ナ
シ
）

又
落
蘇
又
岨
愉
瓜

此
鳥
尾
初
春
壬
生
四
月
ノ
後
即
潤
与
レ

花
倶
。
栄
衰
也
困
レ
雷
而
畢
也

掛
棚
紹
褒
窮
遠
警

錘
感
電
旬
云
掛
レ
庸
指
レ
1
7

匹
足
也
雄
也

雌

　

也

日
本
女
呼
酒
云
レ
I
l
ト
三
々
九
度
之

蒜
莞
薪
鞋
完
落
』
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日
本
世
俗
云
山
人
又
世
帯
l
山
舎
義

（注ナシ）

官
位
也
座
頭
戎
用
＝
此
官
名
り

倭
俗
云
山
吹

節
名
九
月
九
日

又
云
愛
太
子
開
山
慶
俊
法
師
檀
那
ハ

和
気
清
麻
呂
也

昔
二
条
林
光
院
有
梅
為
勅
被
召
乏
有

振
詠
歌
日
勅
ナ
レ
ハ
最
カ
シ
コ
キ
鴬

ノ
宿
ハ
ト
間
ハ
イ
カ
、
コ
タ
エ
ソ
有

叡
聞
不
召
俊
二
此
歌
－
姶
日
－
巨
砲

腐
食
此
菓
則
ハ
死

蒋
契
用
レ
之

（注ナシ）

（注ナシ）

是
世
俗
宇
山
人
二
本
天
山
管

本
世
俗
山
舎
義
也

曹
子
建
七
歩
詩
者
火
レ
豆
焼
二
豆
英
一

豆
在
壷
中
砺
本
是
同
根
生
相
前
何闘

（注ナシ）

．㊥⑳㊨⑳⑳㊧⑳

育

　

英

麒

　

麟

菅
婆
鳥

樵
弓
削
法

皇滞
湘
八

景聖
徳
太

子

天
竺
昏
師
釈
尊
同
時

仁
獣
也
聖
人
時
と
出
現
ス

両
頭
鳥
也
又
命
モ
鳥

韻
書
無
之
或
作
レ
杜
正
月
用
之

法
名
ハ
道
鏡
孝
謙
女
帝
夫
也
男
根
適

量
ナ
リ
俵
之
昇
二
法
皇
頂
と

鮎
神
韻
鮒
鮎
配
紙
幣
祁
鴨

洞
庭
秋
月
見
辛
韻
府
ペ

本
地
観
音
前
生
南
岳
也
意
恩
禅
師
灯

廿
七
有
之

元
朝
人
也
書
レ
葡
萄

唐
玄
宗
吹
レ
之

将
軍
武
衛
一
本
ノ
注
美
金
菅
将
軍

天
竺
阿
藤
世
王
之
時
名
啓
也
姓
秦
名

仁
獣
也
聖
人
時
出
琴
不
レ
銭
こ
生
革
り

琴
l
有
三
角
l
角
′
瑞
。
有
レ
肉
莞
為
レ

町
綜
脚
遥
鰭
轡
鮨
鴨
島
又

酌
譲
撫
覧
作
柾
正
月
用
之
又
墓

糟

肇

鰭

諸

法
卑
官
阿

『
詳
見
＝
干
波
′
部
壱

『
　
』
永
禄
ノ
ミ
ア
リ

開
業
脂
槻
計
欝
観
脚
韻
配

指
南
出
生
日
域
声
1
∴
有
＝
六
ノ
異

名
生
；
厩
戸
一
散
厩
戸
李
卜
云
也
用
明

敏
愛
買
居
二
甫
殿
威
日
主
官
太
子
｝

天
人
同
時
葉
レ
事
薯
聴
玉
フ
菅
二
八

二
二
三
二
－
－
ニ
ー

寧
立
悌
法
供
基
者
也
俸
灯
廿
七
有

掴
道
議
臓
摘
讃
紺

覚
弟
子
宣
齢
草
創
雲
居
寺
後
落
堕
ス

断
禦
幾
斎
詭
雛
瑚
敏

子
届
書
甚
多
不
達
重
奏
一

元
朝
人
事
〓
葡
萄
号
〓
知
熔
千
一

唐
玄
宗
吹
之
盾
有
禄
山
乱
舌
旬
云
十

字
街
頭
吹
〓
尺
八
一

∴
二
∴
こ
㍉
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以
上
の
結
果
、
所
収
語
彙
の
注
記
か
ら
み
て
も
印
度
本
第
一
叛
の
内
部
を
弘
治
二

年
本
、
徳
違
寺
本
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
に
塀
を
分
つ
こ
と
が
で
き

る。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
例
も
存
す
る
。

徳
造
寺
本
の
み
特
異
な
注
記
を
有
す
る
も
の

警
語
義
訴
朋
欝
始
適
齢
か
肇
鎧
肝
琴
御
貰
部
又
説
家
ハ
能
生
多

（
弘
治
二
、
永
禄
十
ト
、
寛
永
十
九
）

警
報
鯛
離
朋
開
封
粥
約
願
レ
餅
祝
レ
之
雑
五
行
雲
十
月

（
徳
遊
寺
）

本
例
は
徳
遊
寺
本
に
お
け
る
「
雑
五
行
書
…
・
‥
餅
部
」
と
「
又
説
…
…
視
之
」
と
の
倒

置
と
～
考
え
ら
れ
る
。

寛
永
十
九
年
本
の
み
特
異
な
注
記
を
有
す
る
も
の

本
名
晰
賜
也
取
二
晰
暢
－
飼
以
二
丹
砂
靂
尽
赤
時
務
レ
之
塗
二
官
女
′
轡
官
有
二
婦
犯
l

守
宮
則
其
血
消
滅
ス
故
－
古
詩
云
轡
上
ノ
ー
㌧
何
ノ
日
力
消
七
盛
葱
花
落
涙
如
レ
雨
鹿
嵐

ハ
宜
男
草
也

（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
永
禄
十
l
）

守

晶

舶

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

寛

、

竿

九

）

銀
杏
盟
舘
野
彫
醍
醐
Ⅷ
l
　
　
　
　
（
弘
治
l
l
、
徳
遊
寺
、
永
禄
十
こ

銀

杏

僻

讐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

寛

永

十

九

）

以
上
の
二
例
は
寛
永
十
九
年
本
に
お
け
る
省
略
と
考
え
ら
れ
る
。

美
茶
菓
盈
猷
鞘
家
　
　
　
　
（
弘
治
二
、
徳
遊
寺
、
永
禄
十
こ

美

茶

菓

湯

新

鶴

家

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

寛

、

竿

九

）

本
例
は
寛
永
十
九
年
本
に
お
け
る
注
記
の
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
印
度
本
第
l
叛
所
収
語
彙
の
注
記
と
運
歩
色
葉
集
所
収
語
彙
の
注
記

と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
印
度
本
第
一
棟
に
属
す
る
弘

治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
と
永
禄
十
l
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
対
校
し
て
得
ら
れ
た

結
果
を
基
に
遅
歩
色
菓
集
所
収
語
彙
の
注
記
と
比
較
し
て
み
る
と
、
附
録
諸
項
で
み

た
結
果
と
同
様
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
と
の
間
に
親
密
な
関
係
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
れ
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
運
歩
色
葉
集
に
お
け
る
引
用
の
本
文
は
、
静
寡
堂
文
庫
蔵
本
を
も
っ
て
代

表
さ
せ
た
。

運
歩
色
葉
集
所
収
語
彙
の
注
記
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
所
収
語
秦
の

注
記
と
が
、
弘
治
二
年
本
、
徳
逆
寺
本
に
比
し
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

l
郵
『
別
封
創
部
酎
』
碩
モ
明
ケ
ハ
狐
。
ハ
メ
ナ
チ
Ⅰ
Ⅰ
ノ
警
明
テ
セ
ナ
ヲ
ヤ
リ
ツ

／　　　　　　　　　　　　　　　　　伊勢物語

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
鶏
」
の
注
記
車
に
『
　
』
部
分
が
存
し
、
弘
治

二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

禦
翌
涜
』
字
母
羅
武
羅
詳
武
流
…
…
…
…
…
…

…
母
衣
『
奨
喩
流
』
作
母
衣
言
頃
児
胎
内
頭
戴
二
璧
意
考
今
武
士
臨
＝
戦
場
盲
戴
二

母
衣
宣
レ
敵
喩
二
胞
衣
7
防
レ
養
母
与
戦
場
生
死
ノ
。
也

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
華
、
「
母
衣
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存

し
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
有
し
な
い
。

破
配
慮
嶋
日
本
総
名
『
男
女
ノ
神
垂
跡
時
潮
滞
日
二
凝
成
嶋
』
故
支
目
白
狭
場
宣

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
磯
配
慮
嶋
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存

し
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

孔
雀
『
其
尾
初
春
生
；
四
月
ノ
后
癌
与
レ
花
倶
。
栄
与
花
倶
。
襲
』

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
孔
雀
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存
し
、
弘

治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

ク

ワ

ン

ラ

グ

　

　

同

歓
冠
『
冠
落
』

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
歓
楽
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存
し
、
弘

治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

愛
宕
護
紺
鍼
錮
㍍
鱈
机
招
椚
相
調
銅
稲
葉
ハ
憲
麿
也
光
仁
天
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永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
太
の
「
愛
宕
岩
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存
し
、

弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

馬
酔
木
謂
露
用
遽
窮
は
墟
詔
ノ

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
馬
酔
木
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存
し
、

弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

麒
麟
　
仁
獣
也
聖
人
出
時
現
『
不
践
生
草
頭
上
有
一
角
角
端
有
聞
莞
為
不
書
物
也
』

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
麒
麟
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存
し
、
弘

治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

者
婆
鳥
鎧
闇
絹
地
窮
鳥

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
巻
婆
鳥
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存
し
、

弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

『
用
明
天
皇
第
一
之
子
也
』
本
地
観
音
也
前
支
那
人
則
南
岳
意
思
禅
師
也
『
困
”

達
磨
′
指
南
冠
宇
目
本
音
一
六
ノ
異
名
生
厩
故
最
戸
太
子
用
明
愛
敬
買

∵
二
㍉
÷
∵
㍉
㍉
∴

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
聖
徳
太
子
」
の
注
記
車
に
『
　
』
部
分
が
存

し
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

『
山
城
州
人
諌
誘
大
夫
善
ノ
潜
行
第
八
之
子
也
延
菩
時
人
也
四
歳
而
讃
。
千
字

文
聞
蒜
レ
二
王
l
歳
而
出
家
為
☆
覚
之
弟
子
宣
齢
≡
草
創
雲
居
寺
落
堕

浄
蔵
貴
所
；
而
遥
悠
不
以
衰
祈
＝
鴨
川
水
嵩
流
或
祈
1
薩
畳
乏
桃
実
富
子
支
祈
＝
八
塔

ノ
憤
り
』
直
－
之
霜
上
康
保
元
甲
子
率
盲
天
文
十
七
年
戊
中
書
八
十
五
年

也

永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
「
浄
蔵
貴
所
」
の
注
記
中
に
『
　
』
部
分
が
存

し
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
。

以
上
の
対
校
結
果
か
ら
、
運
歩
色
葉
集
に
印
度
本
第
一
類
（
弘
治
二
年
本
頸
）
が

関
与
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
本
は
、
弘
治
二
年
本
で
は
な
く
、
永
禄
十
一

年
本
な
ら
び
に
寛
永
十
九
年
本
乃
至
は
、
そ
れ
に
規
す
る
本
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に

思
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
引
用
し
た
諸
例
の
う
ち
、
「
続
」
、
「
母
衣
」
、
「
歓
楽
」
で
指

摘
し
た
部
分
は
、
運
歩
色
菓
集
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
独
自
の
も
の
で

あ
っ
て
、
他
書
に
そ
の
例
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
両
者
の
親
密
な
関
係
を
裏

付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
「
鶏
」
、
「
磯
取
直
嶋
」
、
「
孔
雀
」
、
「
愛
宕
護
」
、
「
馬
酔
木
し
、
「
麒
麟
」
、

「
者
婆
鳥
」
、
「
聖
徳
太
子
」
、
「
浄
蔵
貴
所
」
で
指
摘
し
た
部
分
は
、
弘
治
二
年
本
、
徳

遊
寺
本
に
は
存
し
な
い
が
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
独
自
の
も
の
で
は
な

く
、
印
度
本
第
二
瑛
（
永
禄
二
年
本
類
）
、
印
度
本
第
三
類
（
祝
園
本
）
を
中
心
と

し
て
、
他
書
に
も
そ
の
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
運
歩
色
菓

集
編
集
上
の
基
挺
資
料
と
し
て
ほ
印
度
本
第
一
塀
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
数
種
類
の

節
用
集
も
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
の
当
市
の
問
題
と
し
て
は
、
印
度
本
第
一
叛
に
属
す
る
永
禄
十

l
年
本
及
び
寛
永
十
九
年
本
と
印
度
本
第
二
叛
な
ら
び
に
第
三
塀
と
の
書
誌
的
関
わ

注
4

り
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
運
歩
色
葉
集
所
収
吾
桑
の
注
記
と
弘
治
二
年
本
、

徳
遊
寺
本
独
自
の
注
記
と
が
一
致
す
る
例
が
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
存
す
る
の
で
注
意

を
要
す
る
。

鴬
宿
梅
昔
潤
－
卜
鰭
通
牒
相
場
壷
。
違
ノ
宿

『
　
』
部
分
の
注
記
は
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
所
収
語
彙
の
注
記
と
向
文
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
の
注
記
は
、
次
に
引
用
す

る
節
用
集
の
注
記
と
大
略
一
致
す
る
。

『
此
梅
之
名
著
日
本
故
事
也
』
本
朝
後
鳥
羽
院
時
京
洛
一
着
二
寡
婦
l
園
植
一
株
ノ

梅
紅
白
相
交
花
最
異
也
毎
レ
春
有
レ
篤
来
靂
ス
可
レ
謂
偉
花
相
博
美
院
聞
け
之
欲

－
－
∴
∴
∴
㍉
二
∴
　
㍉
∵
－
∴
－

（
文
明
本
ノ
、
去
　
』
ト
ア
リ
、
永
禄
二
年
本
、
永
禄
五
年
本
、
尭
空
本
、
経
亮

本
、
択
園
本
）
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四
　
ま
と
め

印
度
本
第
一
叛
に
属
す
る
弘
治
二
年
本
、
徳
運
寺
本
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十

九
年
本
の
四
本
を
、
逆
算
年
代
、
附
録
諸
項
、
所
収
吾
桑
の
注
記
と
い
っ
た
面
か
ら

対
校
し
て
み
る
と
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
と
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本

の
よ
う
に
内
部
で
類
を
分
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
対
校
結
果
を
基

に
印
度
本
第
一
類
（
弘
治
二
年
本
類
）
と
書
誌
的
交
渉
関
係
を
も
つ
と
さ
れ
る
運
歩

色
葉
集
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
数
多
く
の
類
似
点
を
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九

年
本
と
の
間
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
叛
似
点
（
と
く
に
所
収
語
彙
の

注
記
）
の
幾
つ
か
は
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
独
自
の
特
徴
に
基
づ
く
も

の
と
は
い
え
ず
、
印
度
本
券
二
頻
（
永
禄
二
年
本
類
）
、
印
度
本
券
≡
叛
（
祝
園
本
）

等
に
も
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
運
歩
色
菓
集
と
書
誌
的
交
渉
関
係
を
も
つ

本
を
印
度
本
第
一
類
の
う
ち
か
ら
特
定
す
る
決
定
要
素
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
運
歩
色
菓
集
を
印
度
本
第
一
類
の
伝
本
と
対
校
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

運
歩
色
葉
集
編
其
上
の
基
礎
資
料
は
印
度
本
第
一
頬
の
う
ち
か
ら
l
木
と
い
っ
た
よ

う
に
単
純
で
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
ま
た
、
運
歩
色
菓
集
に
は
印
度
本
第
一
額
に
有

性
5

し
な
い
特
異
な
注
記
を
随
所
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

椰
子
盃
『
以
毒
す
投
二
盃
中
冠
酒
急
沸
出
也
今
′
人
塗
＝
盃
中
富
成
子
之
用
り
』

『
　
』
部
分
は
永
禄
二
年
本
、
永
禄
五
年
本
、
牧
園
本
、
伊
京
集
の
冬
木
に
存
し
、

弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
、
永
銀
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年
本
に
は
「
消
毒
（
也
）
」

と
あ
り
、
和
漢
通
用
集
に
は
「
水
の
み
」
と
あ
る
。

指
南
絹
離
鰭
謂
醐
錯
路
漕
嘉
盲
亭
ノ
上
雇
二
木
人
写
Ⅰ

『
　
』
部
分
は
、
経
売
木
、
永
禄
二
年
本
、
永
禄
五
年
本
、
尭
空
木
、
祝
園
本
、
文

明
本
の
各
本
に
存
し
、
弘
治
二
年
本
、
徳
遊
寺
本
、
永
禄
十
一
年
本
、
寛
永
十
九
年

本
、
和
漢
通
用
集
、
図
書
寮
零
本
に
は
「
教
化
義
也
」
と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
運
歩
色
葉
集
の
編
纂
時
に
基
礎
資
料
と
し
て
、
印
度
本
第
一
類

（
お
そ
ら
く
、
永
禄
十
一
年
本
乃
至
寛
永
十
九
年
本
に
近
い
も
の
）
か
ら
一
本
と
、

印
度
本
原
本
乃
至
印
度
本
第
二
類
（
永
禄
二
年
本
塀
）
、
印
度
本
第
三
叛
（
牧
園
本
）

の
な
か
か
ら
一
本
と
い
う
よ
う
に
複
数
に
恒
っ
て
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
と
、
筆
者
は

考
え
て
い
る
。
先
学
諸
賢
の
御
教
示
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

注
1
　
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
（
夢
二
章
　
古
本
節
用
集
諸
本
解
題
）

注
2
　
「
本
番
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
伊
勢
本
・
印
度
本
（
弘
治
二
年
本
Ⅰ
永
禄
六
年
本
）

の
泡
合
本
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
け
れ
ど
も
、
か
の
釈
園
本
の
よ
う
な
、
全
巻
を
通

じ
て
伊
勢
本
・
印
度
本
を
織
り
ま
ぜ
た
折
衷
で
は
な
く
、
下
部
畜
塀
門
以
前
は
伊
勢

本
の
、
ト
部
財
宝
門
以
降
は
印
度
本
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
形
を
維
持
す
る
こ
と
が
多

い
様
で
あ
る
か
ら
、
本
書
一
部
で
二
本
1
更
に
、
特
に
イ
部
で
の
永
禄
十
l
年
本
に

ょ
る
増
補
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
三
本
Ⅰ
に
通
ず
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

り
、
こ
の
意
味
で
も
、
本
音
は
独
自
の
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
」

『
阪
鞭
館
善
姦
晶
刑
那
蒜
十
七
年
本
』
（
安
国
翠
民
解
題
五
妄
）

注
3
　
「
此
の
本
は
弘
治
二
年
本
に
似
た
本
に
、
永
禄
十
一
年
に
我
ら
か
檜
訂
を
加
へ
て
、

年
数
を
同
年
ま
で
に
算
へ
直
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
」
（
『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
l
七

貢）

注
4
　
「
弘
治
二
年
本
類
の
諸
本
中
、
「
所
八
坂
塔
不
備
」
と
証
し
た
の
は
、
永
禄
十
一
年
本

以
外
の
三
本
で
あ
っ
て
、
永
禄
十
一
年
本
に
は
「
山
城
忍
人
也
謀
議
大
夫
善
清
行
八

子
也
」
云
々
（
以
下
永
禄
二
年
本
類
た
同
じ
）
の
長
い
叢
が
あ
る
。
さ
れ
ば
、
弘
治

二
年
本
葬
の
原
本
の
叢
は
永
禄
十
一
年
本
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
他
の
三
本

は
之
を
省
略
し
た
の
で
あ
ら
う
。
（
中
略
）
か
く
の
如
く
、
永
禄
二
年
本
類
の
註
は
、

弘
治
二
年
本
炉
の
諸
本
、
又
は
其
の
原
本
の
や
う
な
も
の
か
ら
出
た
も
の
で
あ
っ

て
、
註
か
ら
見
れ
ば
、
永
禄
二
年
本
類
原
本
の
基
づ
く
所
の
本
は
、
弘
治
二
年
本
類

原
本
に
似
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。
」（

『
古
本
節
用
集
の
研
究
』
一
九
四
貢
）

注
5
　
拙
稿
　
「
運
歩
色
菓
集
と
印
度
本
節
用
集
　
－
　
所
収
帯
条
の
注
記
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
⊥

（
『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
四
十
号
』
）


